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カルパチア山地における社会体制の変化に伴う移牧
の変貌と植生の変化


















かし，基地の Gornovita 準平原上のジーナ村（980m a.s.l.）も Rau Ses 準平原面（1600 - 1800m a.s.l.），山頂部付




はより一層拡大し，ムゴマツ Pinus mugo 帯（ハイマツ帯）では，牧童によるムゴ松の伐採が進行していた。
この時代は，最もヒツジの頭数は多かった。自由市場経済化がおこなわれてから，Gornovita 準平原面上の土壌
侵食は，2005 年頃まで持続していた。しかし，その後，土壌侵食地への牧草の回復が進行し，ヒツジの頭数が
減少していったことが分かった。また，EU 加盟後は，経済効果を高めるためにラムのみを最上部の Borascu 準
平原面へ連れて行き，チーズのためのヒツジは，Gornovita と Rau Ses 準平原面のみへの移動をおこなっている。
このことは，山頂部の植生に最もよく表れており，約 20 年前から北向き斜面では Pinus mugo が，植生島とし
て草地へ進入してきている。一方，南よりの斜面では，Juniperus communis と Rhododendron kotschi ととも
に Picea abies が草地へ進入してきていることが分かった。Picea abies は約 20 年の樹齢をもつ。このことは，
自由市場経済化がおこなわれた時から，ほとんどのヒツジを最上位の準平原面まで連れていかなくなったこと
を示している。








































Ses準平原面（1600 - 1800m a.s.l.）へ移動し，7
月，8 月は Cindrel山地の頂上付近の Borascu準























EU加盟後の 2007 - 2009 年に二次調査をおこな
った。EU加盟後のヒツジの移牧の変化は著しく，
第 1 図にその変化をモデルにして示した。2007 -
2009 年にはBanat平原への定住化したジーナ出身
























































によく似た生活型を示す。Pinus mugoは 2 葉で



















1100 - 2100m a.s.l. に分布することを示している。
一方，エッツターラーアルペンには，Pinus mugo
の分布はない。クロイツロッホの1400 - 2300m a.s.l.
までは放牧地が広がっているが，Pinus mugoは
ないことを示している。










- 2100m a.s.l. に達していることを示している。小
疇（2001a,b）は，タトラ山地で 1500 - 1800m a.s.l.，
リラ山脈で 1700 - 2500m a.s.l.，ピリン山脈では






ッフェン峠で 1800 - 2200m a.s.l. に分布し，
BOGDAN et. al.（2007）は，ルーマニア南東部の














西部で ABRUDAN and MATHER（1999）が論述
している。彼らによれば，Upper Draganul
Watershed において，Pinus mugo帯の下限に

















Cindrel山地の山頂部は北緯 45.6 °，東経 23.8 °
である。Cindrel山地の山頂部は，ジーナ村のヒ
ツジの移牧のための用地であり，1400m a.s.l. 付近




地である。1900m a.s.l. 付近から 2165m a.s.l. のカ
ールの上限までは Borascu面と呼ばれる準平原面
に相当し，稜線は全て草地である。後述のように，














- 820m a.s.l. 付近では純林をなす。1167m a.s.l. 付
近で少なくなり，上限は 1279m a.s.l.である。植林
してある Piceaは 671m a.s.l. から始まり，1735m
a.s.l. まで分布する。最も高密度で植えられている
のは 1250 - 1380m a.s.l. 付近である。Picea abies
は 1287m a.s.l. から始まり，1877m a.s.l.まで大木
が分布する。上限付近は大木がなくなり，1816m
a.s.l.からは小木（1.0 - 1.5m高）の Picea abies
が増え，1914m a.s.l. までは小木が進入している。





調査した。基本的に 1350m a.s.l. 付近から 2160m
a.s.l. を越える頂上付近の稜線部は，全て草地化さ




限は不明であったが，1330 - 1420m a.s.l. で大木の
第 2 図　ヨーロッパにおける Pinus mugo の分布と高度
① YOSHINO, M. (1975), ② KOAZE, T. (2001a), ③ KOAZE, T. (2001b), ④ MIHAI, B. and SAVULESCU,L.
(2007), ⑤ BENDEL, M.et. al. (2006), ⑥ YOKOYAMA, S. (1979 ), ⑦ SLAVOV and ZHELEV (2004). The base
map is based on CRITCHFIELD and LITTLE(1966).  Data added from ① to ⑦ and our data from field work.
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純林をなす。Picea abiesは 2000m a.s.l. で樹高 1











（写真 1）。調査は 2009年 9月におこなった。調査結
果について述べる樹齢はこの調査年を 0年として示
した。Grate Glacial Lake カールの稜線部の草地に
進入する最高位のPinus mugoの群落（コドラー
ト A,B,C）と，2067m a.s.l. 付近の草地に進入した












図と第 4 図に示す。第 3 図には Aのコドラートを














が，22 年前に 16 本の枝分かれしている。どの枝
も 17 年前にさらに著しく枝分かれをしている。主
幹の樹高は 96cm で樹冠は NE - SW に 2.7m，
NW - SEに 2.2mである。
第 5 図にはCのコドラートを示す。Glacial Lake
Little カール（Iezerul mic）へ向かう稜線の途中
写真 1　Cindrel 山地山頂部におけるコドラート調査地点（2005 年世界銀行撮影の空中写真）
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で，面的に広く分布する Pinus mugo（1933 - 
1995m a.s.l.）の上限付近で，15m× 15m のコドラ
ートをかけた。Pinus mugoが密生する領域に相




はすでに Picea abies（樹齢 17年）と Juniperus 
communisが進入している。コドラートの外で
は Pinus mugoがチェーンソーで切られた枯枝
（樹齢 55 年）があった。写真 4 にはコドラートの
外にあった直径 20cm 以上の焼かれた Pinus
mugo（樹齢 100 年＋）を示した。
写真 5 は，コドラート C の調査をおこなった
Pinus mugo帯の地点における 1960 年に撮影さ



























（2008 年 7 月 31 日　漆原撮影）
写真 2　Borascu 準平原上の Iezerul Mic から低地の準平原を望んだ景観（2177m a.s.l.）
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（2009 年 9 月 4 日　漆原撮影）
第 3 図　コドラート A（7m × 7m）（2126m a.s.l.）
写真 3　コドラート A（Iezerul Mare 付近における Pinus mugo の植生島の進入）
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第 4 図　コドラート B（3m × 3m）（2126m a.s.l.）
第 5 図　コドラート C（15m × 15m）（1995m a.s.l.）
漆原・高瀬61_漆原・高瀬61  10/10/12  15:11  ページ 117
Hosei University Repository
文学部紀要　第 61号118
（2009 年 9 月 4 日　高瀬撮影）
写真 4　人為によって切られて焼かれた Pinus mugo の幹（樹齢 100 年以上）
写真 5　空中写真による Pinus mugo 帯の比較
（A ： 1960 年 CORONA 画像，B ： 2005 年 世界銀行，渡辺（2010）を一部編集）
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（2009 年 9 月 3 日　白坂撮影）
第 6 図　コドラート D（3m × 3m）（2080m a.s.l.）
写真 6　コドラート D（2080m a.s.l.）





2100m a.s.l. 付近には，Juniperus communisや
Rhododendron kotschiの進入が目立つ。この群
落より標高が低い 1900 - 2000m a.s.l. には，Picea
abies と Juniperus communis， ま た は
Rhododendron kotschiの混合する群落が卓越す
る。第 6 図にはコドラート D を示す。Grate
Glacial Lake カールへ向かう西南西向き斜面で，
かつての草地へ進入した Juniperus communis
の群落である。コドラート Dは 2080m a.s.l. の南
南西向き斜面である。3m× 3mのコドラート内に
は Juniperus communis 15 本，Vaccinium 17
本があり，樹冠で密に草地を覆う。Juniperus
communisは根元の直径は 1.0 - 2.2cmで，高さ
は 23 - 59cmである。Vacciniumは，根元の太さ











は，Picea abiesが 3 個体出現する。Picea abies
は Juniperus communisと Vaccinium（樹高
30cm）の群落の中に生育する。Picea abiesの樹
齢が最大のものは 23 年で，胸高直径 4.7cm，樹高
3.4mであった。他は樹齢が 20 年であった。この
Picea abiesは 17 年前，枝が多数に分岐を起こす
萌芽がみられる。他の 2 個体はそれぞれ，17 年
（胸高直径 4.0cm，樹高 2.2m）と 18 年（胸高直径
5.0cm，樹高 2.5m）で多数に分岐していた。
Picea abiesはこの群落では 23 年の樹齢が最古







第 7 図　コドラート E（12m × 12m）（2068m a.s.l.）

































として表れた。Pinus mugoの樹齢は 20 年前
を 示 す 。 南 向 き 斜 面 で は ， Juniperus
communisやRhododendron kotschiととも
に Picea abiesが進入していることがわかっ
た。Picea abiesの樹齢は 20 年から 22-23 年で
あった。
4）空中写真の比較と植生調査から，社会主義体制
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Ecological Changes in the Carpathian Mountains due to Sheep
Transhumance after the Socialist Regime
URUSHIBARA - YOSHINO Kazuko and TAKASE Shingo
Abstract
In 1989, Romania’s social system underwent a dramatic change from a socialist regime to a
free economy system.  Romania became a member country of the EU in 2007.  We studied
changes in sheep transhumance on the north slope of the Cindrel Mountains, a massif located in
the South Carpathian Mountains.  During the socialist regime, all sheep were moved from base
villages on the Gornovita Peneplain, through the Rau Ses Peneplain, to the top of the Cindrel
Mountains, namely, the Borascu Peneplain.
We also estimated the numbers of sheep by observing changes in soil erosion conditions and
vegetation.  During the socialist regime, all sheep were shifted among these three peneplains, and
moved to Banat Plain during winter.  This shifting resulted in very serious soil erosion at the
nearby base villages.  Also. in the areas at the tops of the mountains, Pinus mugo (creeping
pine) trees were used as timber, after being cut and dried.  These conditions produced extremely
broad expanses of grassland during the socialist regime.
After 1989, the areas with soil erosion did not recover continuously until around 2005.  After
that stress from sheep decreased in the grasslands at the tops of the mountains, namely on the
highest peneplain.  The numbers of sheep taken to the highest peneplain decreased drastically
after 1989.  Pinus mugo invaded, forming vegetation islands in the grasslands on north-facing
slopes.  On the slopes facing east to south, Picea abies with Rhododendron kotschi and
Juniperus communis have invaded the grassland since 1989.  These are evidence of weaker
stress from sheep on the grasslands.
Through these ecological methods of observation, we could estimate accurate numbers of
sheep in transhumance as follows: 1980-1989, over 40,000 sheep; 1990-2006, 37,000 sheep; and 2007-
2009, 28,851 sheep.
Keywords: Romania, after the socialist regime, geoecology, peneplains, sheep transhumance, member
country of the EU
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